
図版一 呉氏蔵王子喬石床 右側板



図版二 呉氏蔵王子喬石床 正面右板



図版三 呉氏蔵王子喬石床 左側板
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資
料
紹
介

呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
に
つ
い
て

付

張

氏
蔵
北
魏
石
床
二
種

黒

田

彰

深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
（
呉
強
華
理
事
長
）
は
最
近
、
二
点
の
北
魏
石

床
を
入
手
さ
れ
た
。
一
点
は
、
董
黯
石
床
Ｃ
と
仮
称
す
る
、
一
・
五
面
の
石

床
で
、
も
う
一
点
は
、
王
子
喬
石
床
と
仮
称
す
る
、
三
面
の
石
床
で
あ
る
。

小
稿
は
、
そ
の
内
の
後
者
の
全
囲
屛
図
像
（
及
び
、
前
闕
図
像
）
を
、
世
界

に
先
駆
け
て
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
前
者
は
、『
京
都
語
文
』

27

令
和
元
年
十
一
月
刊

に
紹
介
し
た
）。
そ
の
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
に

は
、
北
朝
に
お
け
る
初
出
例
と
な
る
王
子
喬
図
（「
王
子
喬
吹
笙
」「
浮
丘
公

来
聴
」
題
記
を
有
す
る
）、
ま
た
、
竹
林
七
賢
図
の
山

、

籍
図
が
描
か

れ
る
。
さ
て
、
本
年
九
月
に
、
上
海
の
張

氏
の
所
蔵
さ
れ
る
、
二
種
の
北

魏
石
床
（
北
魏
孝
昌
三

五
二
七

年
田
阿
赦
石
床
と
北
魏
石
床
）
を
見
る

こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
、
そ
の
北
魏
石
床
に
は
、
竹
林
七
賢
図
の
向
秀
、

）
康
図
、
ま
た
、
孝
子
伝
図
の
董
黯
図
（
王
奇
図
）
が
描
か
れ
、
田
阿
赦
石

床
に
は
、
貴
重
な
原
谷
、
蔡
順
、
郭
巨
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
機
会
に
、
張

氏
蔵
北
魏
石
床
二
種
、
八
面
の
囲
屛
図
像
を
も
併
せ
て
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
解
説
と
し
て
、
王
子
喬
図
や
竹
林
七
賢
図

が
墓
中
に
描
か
れ
る
背
景
に
、
例
え
ば
当
時
の
買
地
券
に
看
取
さ
れ
る
、
中

国
古
来
の
死
生
観
が
深
く
関
わ
っ
て
い
よ
う
こ
と
を
、
具
体
的
に
論
じ
る
。

キ
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ワ
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ド
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王
子
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石
床
、
張
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蔵
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魏
孝
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三
年
田
阿
赦
石

床
、
竹
林
七
賢
図
、

籍
図
、
浮
丘
公
図
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一

深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
の
呉
強
華
理
事
長
は
近
時
、
と
て
も
珍
し
い
図
像
の

描
か
れ
た
北
魏
石
床
を
二
点
、
入
手
さ
れ
た
。
そ
の
珍
し
い
図
像
と
い
う
の
は
、

王
子
喬
図
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
後
述
の
如
く
、
現
存
す
る
そ
の
図
像
は
従
来
、
南

朝
の
も
の
と
さ
れ
る
王
子
喬
図
が
唯
一
点
、
確
認
さ
れ
て
い
る
の
み
に
過
ぎ
ず
、

北
朝
の
そ
れ
は
、
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
今
般
、
呉
氏
の
入
手
さ

れ
た
王
子
喬
図
二
点
は
、
北
朝
の
王
子
喬
図
で
あ
る
こ
と
が
、
題
記
に
よ
っ
て
確

認
さ
れ
る
点
、
中
国
の
南
北
朝
美
術
史
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
決
し
て
小
さ
な
も
の

で
は
な
い
。
呉
氏
の
好
意
に
よ
り
、
世
界
に
先
駆
け
て
紹
介
す
る
そ
の
二
点
の
内
、

小
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
と
仮
称
す
る
遺
品
（
囲

屛
三
面
に
石
闕
二
、
前
脚
部
一
を
伴
う
）
で
あ
る
が１

）

（
も
う
一
点
は
、
囲
屛
一
・

五
面

左
側
板
一
面
と
正
面
左
板
〇
・
五
面

の
遺
品
）、
王
子
喬
石
床
の
特
徴

と
し
て
、
な
お
上
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
本
石
床
に
は
王
子
喬
図

の
他
、
さ
ら
に
竹
林
七
賢
図
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
（
山

、

籍
図

等
）、
ま
た
、
石
闕
二
点
の
前
面
に
も
、
七
賢
図
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う

（
後
述
）。
竹
林
七
賢
図
と
言
え
ば
、
南
京
西
善
橋
出
土
の
そ
れ
が
、
南
朝
の
遺

品
と
し
て
名
高
い
が
、
竹
林
七
賢
図
の
場
合
も
近
時
、
北
朝
の
呉
氏
蔵

門
生
石

床
（
東
魏
武
定
元

五
四
三

年
）
の
囲
屛
四
面
の
裏
面
に
、
完
存
す
る
七
賢
図

の
出
現
を
見
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い２

）

。
従
っ
て
、
王
子
喬
石
床
に
描
か
れ
た

七
賢
図
は
、
北
朝
に
お
け
る
第
二
の
七
賢
図
の
例
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
な

り
、
こ
の
事
実
も
、
王
子
喬
図
同
様
、
中
国
の
南
北
朝
美
術
史
に
お
け
る
、
画
期

的
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
今
後
の
幅
広
い
検
討
が
切
に
俟
た
れ
る
の
で
あ

る
。
な
お
最
近
、
上
海
の
張

氏
の
所
蔵
さ
れ
る
石
床
二
種
を
目

し
た
。
張

氏
は
、
世
界
的
に
名
高
い
現
代
芸
術
家
だ
が
、
そ
の
一
つ
は
、
北
魏
孝
昌
三
（
五

二
七
）
年
の
年
紀
を
有
す
る
、
田
阿
赦
石
床
（
仮
称
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

北
魏
末
東
魏
頃
の
作
と
思
し
い
北
魏
石
床
で
あ
る
（
共
に
前
闕
、
前
脚
等
を
伴

う
）。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
後
者
に
は
、
竹
林
七
賢
の

）
康
と
向
秀
と
の
二
人
の

図
像
が
描
か
れ
て
お
り
（
ま
た
、
董
黯

王
奇

と
郭
巨
も
描
か
れ
て
い
る
）、

第
三
の
七
賢
図
と
捉
え
ら
れ
、
ま
た
、
前
者
に
は
、
原
谷
（
右
側
板
）、
郭
巨
、

蔡
順
（
左
側
板
）
な
ど
、
注
目
す
べ
き
孝
子
伝
図
が
描
か
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

機
会
に
、
こ
れ
ま
で
全
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
張

氏
蔵
北
魏
石
床
二
種

の
囲
屛
の
全
貌
を
、
原
石
の
写
真
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
（
写
真
家
立

松
洋
行
氏
の
撮
影
に
よ
る
）。
な
お
張

氏
か
ら
は
、
小
稿
の
擱
筆
後
、
も
う
一

点
の
、
金
、
明
昌
二
（
一
一
九
一
）
年
の
二
十
四
孝
石
床
（
董
永
、
丁
蘭
、
王
祥
、

郭
巨
の
図
が
あ
る
）
を
加
え
た
、
石
床
三
点
の
精
緻
な
拓
本
を
貸
与
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
張

氏
の
蔵
品
を
め
ぐ
っ
て
は
別
途
、
詳
し
い
解
説
を
試
み
る
予
定
で
あ

る
。図

版
一
｜
三
は
、
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
の
現
存
す
る
三
面
を
、
拓
本
に
拠
っ
て

掲
げ
た
も
の
で
あ
り３

）

、
図
版
四
、
五
は
、
そ
の
前
闕
を
、
写
真
に
拠
り
掲
げ
た
も

の
で
あ
る４

）

。
王
子
喬
石
床
の
法
量
を
示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

右
側
板

縦
四
八
・
〇
糎
、
横
一
〇
三
・
〇
糎
、
厚
六
・
四
糎

正
面
右
板

縦
四
七
・
五
糎
、
横
九
九
・
七
糎
、
厚
五
・
〇
糎

左
側
板

縦
四
七
・
六
糎
、
横
一
〇
三
・
二
糎
、
厚
六
・
七
糎

前
闕

縦
三
九
・
二
糎
、
横
四
九
・
五
糎
、
厚
六
・
七
糎
（
右
）、
縦
三

八
・
〇
糎
、
横
四
八
・
四
糎
、
厚
七
・
〇
糎
（
左
）

八
八

呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）



図
版
六
｜
九
は
、
張

氏
蔵
北
魏
田
阿
赦
石
床
の
囲
屛
四
面
を
、
原
石
の
写
真

に
拠
っ
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る５

）

。
そ
の
法
量
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

右
側
板

縦
四
二
・
〇
糎
、
横
一
〇
六
・
八
糎
、
厚
六
・
〇
｜
六
・
三
糎

正
面
右
板
｜
縦
四
一
・
二
糎
、
横
九
二
・
三
糎
、
厚
五
・
五
糎

正
面
左
板
｜
縦
四
一
・
二
糎
、
横
九
九
・
八
糎
、
厚
七
・
七
｜
四
・
〇
糎

左
側
板

縦
四
二
・
〇
糎
、
横
一
〇
七
・
〇
糎
、
厚
六
・
三
糎

図
版
十
｜
十
三
は
、
同
北
魏
石
床
の
囲
屛
四
面
を
、
原
石
の
写
真
に
拠
っ
て
掲
げ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
法
量
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

右
側
板

四
八
・
八
糎
、
横
九
四
・
〇
糎
、
厚
六
・
〇
糎

正
面
右
板
｜
縦
五
〇
・
〇
糎
、
横
一
〇
六
・
〇
糎
、
厚
六
・
五
糎

正
面
左
板
｜
縦
五
〇
・
〇
糎
、
横
一
〇
五
・
八
糎
、
厚
六
・
三
糎

左
側
板

縦
四
八
・
七
糎
、
横
九
三
・
四
糎
、
厚
六
・
五
糎

さ
ら
に
前
脚
は
、
縦
四
六
・
四
糎
、
横
二
〇
七
・
〇
糎
、
厚
一
三
・
五
｜
一
四
・

三
糎
と
な
っ
て
い
る
。

図
一
は
、
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
の
図
像
内
容
を
、
概
念
図
と
し
て
示
し
た
も
の

で
あ
る６

）

。
右
側
板
左
の
第
一
と
第
二
に

籍
と
山

、
左
側
板
右
の
第
一
と
第
二

に
王
子
喬
と
浮
丘
公
の
図
像
が
描
か
れ
、
ま
た
、
馬
と
牛
同
様
、
そ
れ
ら
は
互
い

に
向
か
い
合
う
位
置
に
、
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

図
二
は
、
王
子
喬
石
床
の
右
側
板
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る７

）

。
右
か
ら
第
三
の
図

像
に
は
、

山
桃
）

字
巨
源

）

同
じ
く
第
四
の
図
像
に
は
、

籍藉
）

字
嗣伺

）
宗

図一 呉氏蔵王子喬石床の内容

男
性
墓
主
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図二 王子喬石床 右側板

図三 王子喬、浮丘公図（左側板)

九
〇
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石
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に
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て
（
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）



な
る
題
記
が
あ
っ
て
、
両
図
が
北
朝
に
お
け
る
、
竹
林
七
賢
図
で
あ
る
こ
と
を
確

証
す
る
。
さ
ら
に
、
馬
の
右
の
第
一
の
図
像
も
、
七
賢
図
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

右
側
板
の
七
賢
図
に
つ
い
て
は
、
後
述
し
よ
う
。

図
三
は
、
左
側
板
の
右
か
ら
第
一
、
第
二
の
王
子
喬
、
浮
丘
公
図
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
第
一
図
に
は
、

王
子
喬
吹
生

第
二
図
に
は
、

浮
丘
公
来
聴

と
い
う
題
記
が
刻
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
、
図
三
は
、
王
子
喬
が
笙
を
吹
い
て
い
る

と
、
浮
丘
公
が
や
っ
て
来
て
、
そ
れ
を
聴
い
て
い
る
図
像
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
。
王
子
喬
は
、
左
膝
を
立
て
て
、
右
向
き
に
坐
し
、
浮
丘
公
は
、
右
向
き
に

立
っ
て
い
る
。
さ
て
、
王
子
喬
の
図
像
と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
有
名
な
遺
品
が
伝

存
し
て
い
る
。
そ
れ
が
一
九
五
七
年
に
河
南
省
鄧
県
か
ら
出
土
し
た
、
鄧
県
彩
色

画
象

墓
中
の
王
子
喬
図
で
あ
る
。
図
四
は
、
二
つ
の
鄧
県
彩
色
画
象

の
王
子

喬
、
浮
丘
公
図
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る８

）

。
図
四
の
二

は
、
封
門
に
嵌
め
込
ま
れ

た
も
の
と
さ
れ
、
お
そ
ら
く
向
か
い
合
わ
せ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
上
の

に

は
左
か
ら

王
子
僑喬

）
、
浮
丘
公

の
二
榜
題
が
あ
っ
て
、
左
の
笙
を
吹
く
人
物
が
王
子
喬
、
右
の
右
手
に
しゆ

尾び
を
持

つ
人
物
が
浮
丘
公
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
画
面
左
の
王
子
喬
は
、

右
を
向
い
て
樹
下
に
腰
掛
け
る
如
く
、
対
す
る
右
の
浮
丘
公
は
、
左
向
き
に
立
っ

て
い
る
。
下
の

に
は
榜
題
が
な
い
が
、
上
と
全
く
同
じ
図
柄
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
も
王
子
喬
、
浮
丘
公
を
描
い
た
も
の
と
見
做
し
て
良
い
。
南
朝
の
も
の

図四 鄧県彩色画象
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と
思
し
い
、
図
四
の
王
子
喬
図
は
、
従
来
知
ら
れ
る
唯
一
の
図
像
だ
っ
た
が
、
北

朝
の
も
の
と
し
て
の
図
三
と
比
較
す
る
と
、
鳳
凰
（
図
四
上
下
の
中
央
と
図
三
の

右
上
。
後
述
）
に
王
子
喬
、
浮
丘
公
が
配
さ
れ
る
な
ど
、
両
者
の
構
図
の
共
通
性

の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
時
、
南
と
北
と
の
二
つ
の
王

朝
の
間
に
、
一
定
の
文
化
交
流
が
存
し
て
い
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
、

今
後
の
美
術
史
研
究
に
お
け
る
、
重
要
な
課
題
を
提
示
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ

う
。と

こ
ろ
で
、
図
三
や
図
四
が
描
か
れ
た
背
景
に
は
古
来
、
よ
く
知
ら
れ
た
物
語

が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
ま
ず
そ
の
物
語
を
図
像
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る９

）

。
そ

の
物
語
と
は
、
例
え
ば
前
漢
、
劉
向
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
、
列
仙
伝
巻
上
「
王
子

喬
」
に
見
え
る
話
で
あ
る
。
列
仙
伝
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（『
列

仙
伝
校
箋
』

中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年

に
よ
る
。（

）
内
に
、
澤
田
瑞
穂
氏

に
よ
る
訳
文
を
付
す

中
国
古
典
文
学
大
系
８
『
抱
朴
子
・
列
仙
伝
・
神
仙
伝
・

山
海
経
』
316
頁
、
平
凡
社
、
昭
和
44
年
に
よ
る

）。

王
子
喬
者
、
周
霊
王
太
子
晋
也
。
好
吹
笙
作
鳳
凰
鳴
。
遊
伊
洛
之
間
、
道
士

浮
丘
公
接
以
上
嵩
高
山
。
三
十
余
年
後
、
求
之
於
山
上
、
見
桓
良
曰
、
告
我

家
、
七
月
七
日
待
我
於

氏
山
顚
。
至
時
、
果
乗
白
鶴
駐
山
頭
。
望
之
不
得

到
、
挙
手
謝
時
人
、
数
日
而
去
。
亦
立
祠
於

氏
山
下
、
及
嵩
山
首
焉
。

（
王
子
喬
と
い
う
の
は
、
周
の
霊
王
の
太
子
晋
の
こ
と
で
あ
る
。
た
く
み
に

笙
を
吹
い
て
鳳
凰
の
鳴
く
よ
う
な
音
を
た
て
た
。
伊
洛
の
地
に
遊
歴
の
砌
、

道
士
浮
丘
公
と
い
う
も
の
、
こ
れ
を
伴
っ
て
嵩
高
山
に
登
っ
て
し
ま
っ
た
。

三
十
余
年
の
後
に
、
こ
れ
を
山
上
で
捜
す
と
、
桓
良
と
い
う
も
の
の
前
に
あ

ら
わ
れ
て
、「
七
月
七
日
に
、
予
を

氏
山
の
頂
上
で
待
っ
て
い
る
よ
う
に
、

家
人
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
。
そ
の
日
に
な
る
と
、
果
し
て
白
い
鶴

に
乗
っ
て
き
て
山
頂
に
と
ま
っ
た
。
遠
く
か
ら
は
見
え
て
も
、
そ
こ
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
。
手
を
あ
げ
て
人
々
に
別
れ
を
告
げ
、
数
日
し
て
飛
び

去
っ
た
。
後
日
、

氏
山
の
麓
や
嵩
山
の
頂
に
は
、
そ
の
祠
が
立
て
ら
れ

た
）

右
の
本
文
を
見
る
と
、
図
三
の
右
上
や
図
四
上
下
の
中
央
に
、
何
故
鳳
凰
が
描
か

れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
理
由
が
判
然
と
す
る
。
笙
は
そ
も
そ
も
鳳
身
を
像
っ
た

楽
器
と
さ
れ
る
が
（
説
文
五
上
）、
そ
れ
ら
の
鳳
凰
の
姿
は
、
列
仙
伝
本
文
に
、

「
作
鳳
凰
之
鳴
」
と
さ
れ
る
、
王
子
喬
の
笙
の
音
色
を
象
っ
た
も
の
に
外
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
図
三
右
の
王
子
喬
の
笙
は
、
形
が
大
き
く
、
お
そ
ら
く

笙
の
一
類
の
う

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
（

は
、
笙
に
較
べ
て
、
音
程
が
低

い
）。さ

て
、
図
三
や
図
四
の
来
源
を
考
え
る
際
、
劉
向
の
列
仙
伝
の
基
づ
い
た
資
料

と
し
て
、

の

倉
の
書
物
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
（
抱
朴
子
二
）、
そ
の

倉
の

書
物
と
は
、
実
は
列
仙
図
で
あ
っ
た
と
の
説
が
あ
る
（
隋
書
経
籍
志
に
、「
又
漢

時
、

倉
作
列
仙
図
、
劉
向
典
校
経
籍
、
始
作
列
仙
…
…
之
伝
」
と
あ
る
）。
ま

た
、
唐
、
張
彦
遠
の
歴
代
名
画
記
三
「
述
古
之
秘
画
珍
図
」
に
は
、「
列
仙
伝
図

一
」、
同
五
に
は
、
顧
愷
之
の
作
と
し
て
の
「
列
仙
画
」
な
ど
も
見
え
、
な
お
隋

書
経
籍
志
に
、
二
作
の
「
列
仙
伝
賛
」
が
録
さ
れ
る
等
、
王
子
喬
図
の
由
来
に
は
、

古
い
資
料
が
存
し
た
ら
し
い
点
に
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
さ
ら
に
三
（
五
）
点
の
王
子
喬
、
浮
丘
公
図
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
図
四
を
め
ぐ
っ
て
は
そ
の
後
、
襄
陽

家
衝
Ｍ
１
か
ら
王
子
喬
を
描
い
た
画

象

が
、
さ
ら
に
清
水
溝
Ｍ
１
か
ら
王
子
喬
、
浮
丘
公
を
描
い
た
画
象

が
、
相
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次
い
で
出
土
し
た10

）

（
図
五
）。
い
ず
れ
も
南
朝
の
遺
品
で
、
図
五
上
の
王
子
喬

（
右
向
き
）
の
右
に
は
前
述
の
鳳
凰
、
中
の
王
子
喬
（
左
向
き
）
の
左
に
は
鳳
凰

及
び
、
右
に
は
竜
が
描
か
れ
る
。
下
の
浮
丘
公
（
右
向
き
）
は
、
画
面
が
や
や
荒

れ
て
い
る
が
、
髪
型
な
ど
は
図
四
の
そ
れ
に
酷
似
し
て
い
て
、
浮
丘
公
図
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

家
衝
Ｍ
１
で
は
、
浮
丘
公
が
確
認
出
来
な
い
が
、
清
水

溝
Ｍ
１
の
両
図
（
図
五
中
、
下
）
は
、
一
組
と
考
え
て
良
く
、
向
き
合
っ
て
い
た

可
能
性
が
高
い
（
墓
中
の
位
置
不
明
）。
そ
れ
に
し
て
も
、
図
四
の
王
子
喬
と
浮

丘
公
が
、
一
図
の
内
に
収
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
図
五
に
お
い
て
は
、
王
子
喬
や

浮
丘
公
の
そ
れ
ぞ
れ
一
図
ず
つ
を
占
め
る
点
が
、
極
め
て
興
味
深
く
、
そ
の
点
は
、

王
子
喬
石
床
（
図
三
）
と
共
通
す
る
。

次
い
で
、
図
六
に
掲
げ
る
の
は
、
こ
れ
も
呉
氏
新
収
に
掛
る
、
董
黯
石
床
Ｃ

（
仮
称
。
左
側
板
と
、
左
欠
の
正
面
左
板
の
一
・
五
面
存
）
の
左
側
板
左
に
描
か

れ
た
王
子
喬
図
で
あ
る11

）

（
左
側
板
中
の
右
欄
に
、「
王
子
喬
」
の
不
完
全
な
榜
題

を
有
す
る
）。
王
子
喬
の
吹
く
楽
器
は
、
簫
（
排
簫
。
パ
ン
フ
ル
ー
ト
に
似
る
）

の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
両
手
に
支
え
る
壺
（
匏ほう
、
こ

）
か
ら
吹
口
が
出
て
い
る

の
で
、
笙
の
類
に
違
い
な
い
。
或
い
は
、
長
方
形
の
壺
を
持
つ
、
方
笙
か
。
画
面

左
上
か
ら
上
方
に
、
例
に
よ
っ
て
三
羽
の
鳳
凰
が
配
さ
れ
る
。
王
子
喬
が
画
面
の

右
上
に
左
膝
を
立
て
て
坐
し
、
そ
の
下
に
山
水
が
描
か
れ
る
の
は
、
そ
の
吹
笙
の

場
が
深
山
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
図
七
は
、
以
前
に
洛
陽
か
ら

出
土
し
た
、
北
魏
石
床
左
側
板
左
に
描
か
れ
る
王
子
喬
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る12

）

（
呉
氏
教
示
。
原
石
の
所
在
は
不
明
で
、
か
つ
て
米
国
に
渡
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
）。
当
図
で
も
、
右
上
か
ら
天
降
る
鳳
凰
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
面
白
い
の
は
、

鳳
凰
の
下
に
一
羽
の
鶴
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
（
そ
の
下
に
は
亀
も
描
か
れ
る
）。

図五 襄陽 家衝Ｍ１（上）、清水溝Ｍ１出土画象 （王子喬 上、中>、浮丘公 下>)
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こ
の
鶴
は
、
例
え
ば
列
仙
伝
に
、「
乗
白
鶴
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
、
王
子
喬
と
鶴

と
の
密
接
な
関
係
を
表
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
図
八
は
、
我
が
国
の
正
倉
院
南
倉

に
伝
わ
る
、
金
銀
山
水
八
卦
背
八
角
鏡
の
背
面
震
字
の
ほ
ぼ
下
、
内
区
に
描
か
れ

た
王
子
喬
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る13

）

。
王
子
喬
は
、
丸
い
腰
掛
け
に
坐
し
て
笙
を

吹
い
て
い
る
。
そ
の
左
に
は
、
一
羽
の
鳳
凰
が
舞
う
（
外
区
の
五
言
律
詩
第
五
句

に
「
舞
鳳
帰
林
近
」
と
も
見
え
る
）。
王
子
喬
は
、
嵩
山
（
ま
た
は
、

氏
山
）
の

頂
き
に
居
る
よ
う
で
、
周
囲
の
景
は
、
仙
境
を
表
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
（
な
お
鈕

を
挟
ん
だ
当
図
の
向
か
い
、

兌
字
の
下
に
は
、
琴
を
弾

く
人
物
と
三
羽
の
鶴
が
描

か
れ
る
、
栄
啓
期
か
）。
当

鏡
は
、
唐
の
も
の
と
さ
れ

る
が
、
同
じ
く
正
倉
院
北

倉
に
蔵
さ
れ
る
、
金
銀
平

文
琴
の
槽
の
部
分
に
は
、

竹
林
七
賢
図
の

咸
、
劉

伶
、
栄
啓
期
が
描
か
れ14

）

、

且
つ
、
上
面
上
部
や
左
右

に
も
、
栄
啓
期
と
七
賢
が

散
ら
さ
れ
る
等
、
王
子
喬

や
竹
林
七
賢
の
図
が
日
常

の
什
器
類
の
デ
ザ
イ
ン
に

ま
で
及
ん
で
ゆ
く
こ
と
は
、

図六 呉氏蔵董黯石床Ｃ（王子喬)図七 洛陽出土北魏石床（王子喬)

図八 正倉院蔵金銀山水八卦背八角鏡(王子喬)
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王
子
喬
図
な
ど
の
享
受
と
流
布
を
考
え
る
上
で
、
見
過
越
し
難
い
事
実
と
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
図
七
や
図
八
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
埋
も
れ
た
図
像

は
、
な
お
存
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
今
後
の
博
捜
を
必
要
と
す
る
が
、
今
般

呉
氏
の
蒐
集
さ
れ
た
図
三
、
図
六
の
如
く
、
題
記
を
有
す
る
王
子
喬
図
の
出
現
に

よ
っ
て
、
従
来
知
ら
れ
た
図
四
の
一
点
に
留
ま
ら
ず
、
図
五
や
図
七
な
ど
、
南
北

朝
時
代
以
前
に
可
成
り
の
当
該
図
の
流
布
を
見
て
い
た
ら
し
い
事
実
が
明
ら
か
と

な
っ
た
こ
と
は
、
図
三
や
図
五
の
研
究
史
上
に
お
け
る
、
学
術
的
価
値
の
大
き
さ

を
示
す
出
来
事
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
、
重
ね
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

二

後
漢
以
降
、
墓
葬
に
際
し
て
孝
子
、
列
女
、
列
士
な
ど
、
物
語
を
伴
う
図
像
が
、

数
多
く
描
か
れ
て
き
た
。
南
北
朝
時
代
に
入
る
と
、
主
と
し
て
北
魏
に
お
い
て
、

石
床
の
囲
屛
に
孝
子
伝
図
を
描
く
こ
と
が
盛
ん
と
な
る
。
孝
子
な
ど
の
図
像
は
、

来
世
に
お
け
る
墓
主
や
そ
の
家
族
の
理
想
と
す
る
、
あ
る
べ
き
姿
を
表
現
し
た
も

の
と
し
て
、
そ
の
意
図
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
が
、
先
に
見
た
王
子
喬

や
竹
林
七
賢
な
ど
は
何
故
、
南
北
朝
時
代
の
墓
葬
に
現
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

近
時
、
郭
巨
の
物
語
に
登
場
す
る
鉄
券
、
丹
書
の
こ
と
を
考
察
す
る
機
会
が
あ
っ

て15
）

、
中
国
に
は
古
く
か
ら
鉄
券
、
丹
書
と
も
称
さ
れ
る
買
地
券
と
い
う
も
の
が
存

在
し
、
文
学
と
も
強
ち
無
縁
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た16

）

。
小
稿
で
触
れ
て
み
た
い

の
は
、
そ
の
買
地
券
に
登
場
す
る
王
子
喬
の
問
題
で
あ
る
。

買
地
券
と
は
、
土
地
売
買
文
書
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
特
に
墓
地
の
売
買
、

取
得
に
関
わ
る
文
書
を
言
う17

）

。
そ
の
買
地
券
に
王
子
喬
が
登
場
す
る
具
体
例
を
、

南
北
朝
時
代
の
買
地
券
か
ら
上
げ
て
み
よ
う
。
劉

元
嘉
九
（
四
三
二
）
年
の
王

仏
女
買
地
券
、
同
泰
始
六
（
四
七
〇
）
年
の
欧
陽
景
熙
買
地
券
の
本
文
を
示
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る18

）

。

王
仏
女
買
地
券
（
四
三
二
年
）

元
嘉
九
年
太
歳
壬
申
十
一
月
壬
寅
朔
廿
日
辛
酉
、
□
□
□
□
郡
□
□
□
都

郷
仁
儀
里
王
仏
女
、
薄
命
□
□
、
□
□
□
□
下
帰
黄
泉
。
今
為
仏
女
占
買
彭

城
郡
□
□
□
北
郷

城
里
村
南
亀
山
、
為
墓
田
百
畝
。
東
至
青
竜
、
西
至
白

虎
、
南
至
朱
雀
、
北
至
玄
武
。
雇
銭

九
□
□
□
、
有
丹
書
鉄
券
、
事
事
分

明
。
時
知
者
東
皇
父
、
西
王
母
。
任
者
王
子
僑
、
傍
人
張
亢

、
当
永
今
。

元
嘉
九
年
十
一
月
朔
廿
日
辛
酉
、
帰
就
后
土
蒿
里
、
如
女
青
律
令
。

欧
陽
景
熙
買
地
券
（
四
七
〇
年
）

泰
始
六
年
十
一
月
九
日
、
始
安
郡
始
安
県
都
郷
都
唐
里
没
故
道
民
欧
陽
景

熙
、
今
帰
蒿
里
。
亡
人
以
銭
万
万
九
千
九
百
九
文
、
買
此

地
。
東
至

〔
青
〕
竜
、
南
至
朱
雀
、
西
至
白
虎
、
北
至
玄
武
、
上
至
黄皇

）
天
、
下
至
黄
泉
。

四
域
之
物
、
悉
属
死
人
。
即
日
畢
了
。
時
王
僑
、
赤
松
子
、
李
定
、
張
故
。

分
券
為
明
、
如
律
令

図
九
、
図
十
は
、
両
買
地
券
の
原
石
拓
本
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る19

）

。
上
掲
本
文
の

線
部
に
、
王
子
喬
の
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
掲
出
は
省
略
す

る
が
、
王
子
喬
の
名
は
、
後
代
の
買
地
券
に
も
頻
出
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
王
仏
女

買
地
券
に
は
、「
任
者
王
子
僑喬

）
」、
欧
陽
景
熙
買
地
券
に
は
、「
時
（
人
）
王
僑喬

）
」

と
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
（
後
者
の
「
時
」
は
、
時
人
な
ど
の
略
と
考

え
ら
れ
る
）。
前
者
に
は
、「
任
者
」
の
他
に
、「
時
知
者
」、「
傍
人
」
な
ど
と
い

う
呼
称
も
散
見
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
体
、
何
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
近
代
に
お
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け
る
買
地
券
研
究
の
嚆
矢
を
な
し
た
、
仁
井
田
陞
氏
『
中
国
法
制
史
研
究

土
地

法
・
取
引
法
』
取
引
法
二
章
四
節
に
は
、「（
五
）
契
約
書
の
記
名
人
（
署
名
人
）」

と
題
し
、
任
者
、
時
人
等
を
含
む
、
買
地
券
の
記
名
人
を
考
察
さ
れ
た
、
次
の
よ

う
な
一
節
が
見
え
る20

）

。

現
存
の
漢
魏
六
朝
に
お
け
る
土
地
売
買
文
書
の
末
に
は
、「
知
券
約
」「
時
約

者
」「
衆
人
」「
時
旁
人
」「
傍
人
」「
証
」「
信
」「
任
」「
任
者
」「
任
知
者
」

「
時
知
者
」
ま
た
は
「
時
人
」
そ
の
他
、「
書
券
人
」
な
ど
が
多
く
記
名
人

（
署
名
人
）
と
し
て
見
え
て
い
る
。
今
こ
れ
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

漢
建
元
元
年
五
月
文
書

為
有
衆○

人○

李
文
信

漢
建
元
三
年
二
月
文
書

天
地
為
証○

、
五
行
為
任○

漢
建
初
六
年
十
一
月
文
書

知○

券○

約○

趙
満
何
非

漢
建
寧
二
年
八
月
文
書

時○

約○

者○

袁
叔
威

漢
建
寧
四
年
九
月
文
書

時○

旁○

人○

永
張
義
孫
竜
異
姓

元
祖
、

皆
知○

券○

約○

漢
光
和
元
年
十
二
月
文
書

時○

旁○

人○

劉
皆
知○

券○

約○

漢
光
和
七
年
九
月
文
書

時○

旁○

人○

杜
子
陵
李
季
盛

漢
中
平
五
年
三
月
文
書

時○

旁○

人○

漢
昌
王
阿
順
、
皆
知○

券○

約○

漢
□
平
□
年
十
月
文
書

□
□

□
元
皆
知○

巻券
）

約○

呉
黄
武
四
年
十
一
月
文
書

以
日
□
月
副
時
任○

知○

巻券
）

者○

陽
金

子

与
魚

飛
上
□
□
云
々

呉
神
鳳
元
年
三
月
文
書

日
月
為
証○

、
四
時
為
信○

晋
大
康
五
年
九
月
文
書

日
月
為
証○

、
四
時
為
任○

晋
咸
康
四
年
二
月
文
書

任○

知○

者○

東
王
公

王
母

図十 欧陽景熙買地券（470年) 図九 王仏女買地券（432年)
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元
嘉
九
年
十
一
月
文
書

時○

知○

者○

東
皇
父
西
王
母
、
任○

者○

王
子
橋喬

）
、

傍○

人○

張
亢

當
永？

北
魏
正
始
四
年
九
月
文
書

書○

券○

人○

□
、
時○

人○

路
善
王
、
時○

人○

路

栄
孫

こ
の
う
ち
、「
時
約
者
」
は
建
寧
二
年
八
月
文
書
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
土
地
の
売
主
で
あ
る
。
つ
ま
り
契
約
の
当
事
者
を
時
約
者
と
い
い
、

そ
の
名
も
契
約
書
の
末
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
時
旁
人
」
や
「
傍

人
」
も
「
旁
」
や
「
傍
」
な
る
文
字
が
示
す
よ
う
な
立
会
人
で
あ
ろ
う
。

「
衆
人
」
も
建
元
元
年
五
月
文
書
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
立
会

人
を
意
味
し
た
の
で
な
い
か
と
思
う
。「
知
券
約
」
や
「
時
知
者
」
も
「
知
」

と
い
う
文
字
が
示
す
よ
う
な
立
会
人
ま
た
は
証
人
の
類
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

漢
代
の
土
地
売
買
文
書
で
は
、
時
旁
人
が
知
券
約
者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
漢
の
中
平
五
年
三
月
文
書
で
は
、
時
旁
人
、
知
券
約
者
は
、
売
地
の
隣

接
地
の
所
有
者
で
あ
る
。「
時
人
」
も
「
時
旁
人
」
ま
た
は
「
時
知
者
」
の

類
で
あ
ろ
う
。「
証
」
は
事
実
の
有
無
真
偽
を
証
す
る
証
人
、「
任
」
は
後
世

で
も
使
用
す
る
保
任
人
で
あ
ろ
う
。
説
文
に
も
「
任
、
保
也
」
と
見
え
、
周

礼
大
司
徒
「
令
五
家
為
使
之
相
保
」
の
注
に
も
、「
保
猶
任
也
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。「
任
」
も
「
証
」
と
同
種
の
意
義
が
あ
る
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
が

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
売
主
と
同
様
、
売
買
地
の
追
奪
に
対
し
て
買
主
の
た
め

に
防
禦
の
責
を
負
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
土
地
の
盗
売
に
対
し
て

は
民
事
上
の
み
な
ら
ず
刑
事
上
の
責
任
を
負
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

「
信
」
も
ま
た
「
保
任
」
や
「
任
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、

現
実
上
の
土
地
売
買
文
書
で
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
信
仰
上
の
土
地
の
支
配

者
を
土
地
の
売
主
と
す
る
墓
田
売
買
文
書
の
類
で
は
、
日
月
を
「
証
」
と
し
、

四
時
を
「
任
」
と
し
、
天
地
を
「
証
」
と
し
、
五
行
を
「
任
」
と
す
る
ほ
か
、

「
任
知
者
」
に
東
王
公
、
西
王
母
、「
時
知
者
」
に
東
皇
父
、
西
王
母
、「
任

者
」
に
列
仙
伝
に
見
る
王
子
橋喬

）
な
ど
の
よ
う
に
、
神
仙
ら
を
も
っ
て
あ
て
て

い
る
。
こ
れ
は
神
に
呼
び
か
け
て
私
法
的
行
為
を
確
保
し
た
バ
ビ
ロ
ン
、
ギ

リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
お
よ
び
わ
が
国
な
ど
の
古
法
を
連
想
せ
し
め
る
も
の
が
あ

る
。
北
魏
正
始
四
年
九
月
文
書
の
「
書
券
人
」
は
代
筆
人
で
あ
っ
て
、
契
約

書
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
売
買
の
当
事
者
の
姓
名
ま
で
も
代
筆
人
に
お
い
て
書

く
こ
と
が
当
時
す
で
に
行
わ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
文
書
に
は
「
画
指
為

信
」
の
語
が
見
え
て
い
る
。
画
指
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
自
署
で
き
な
い

も
の
の
署
名
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
書
券
人
と
が
相
と
も
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

て
い
る

以
上
を
要
す
る
に
、
任
者
と
か
時
（
人
）
な
ど
は
、
立
会
人
と
か
証
人
の
意
味
の

語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
仁
井
田
氏
の
言
で
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、「
な
お

現
実
上
の
土
地
売
買
文
書
で
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
信
仰
上
の
土
地
の
支
配
者

〔
土
主
〕
を
土
地
の
売
主
と
す
る
墓
田
の
売
買
文
書
の
類
」
に
言
及
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
前
掲
、
王
仏
女
買
地
券
や
欧
陽
景
熙
買
地
券
な
ど
が
、
そ
れ
に
該
当
し
て

い
る
。
さ
て
、
人
で
は
な
く
、
神
仙
の
類
た
る
王
子
喬
が
立
会
人
、
証
人
に
擬
さ

れ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
聊
か
の
説
明
を
必
要
と
す
る
。
図
十
一
は
、
別
稿
に
お

い
て
作
成
、
使
用
し
た
買
地
券
の
本
文
に
看
取
さ
れ
る
、
墓
域
と
い
う
も
の
の
概

念
図
を
再
掲
出
し
た
も
の
で
あ
る21

）

。
今
そ
れ
を
使
っ
て
、
神
仙
の
王
子
喬
が
墓
地

の
売
買
に
際
す
る
立
会
人
、
証
人
（
任
者
、
時

人

）
と
さ
れ
る
現
象
及
び
、
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そ
の
背
景
を
少
し
考
え
て
み
た
い
。
図
十
一
に
お
い
て
は
、
ま
ず
世
界
と
い
う
も

の
を
四
つ
に
区
分
す
る
。
そ
の
四
つ
の
世
界
と
は
天
界
、
人
界
、
地
界
の
三
つ
に
、

仙
界
を
加
え
た
四
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
四
つ
の
世
界
に
つ
い
て
注
意
す
べ

き
は
、
四
つ
の
内
の
い
ず
れ
か
一
つ
か
ら
見
た
、
残
り
の
三
つ
は
、
い
ず
れ
も
己

れ
の
世
界
（
此
界
）
と
は
異
な
る
世
界
（
彼
界
）、
即
ち
、
異
界
と
観
念
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
天
を
丸
く
、
地
を
四
角
く
象
っ
た
図
十
一
で
言
え
ば
、
天
界
は
地

の
上
方
に
、
地
界
は
地
の
下
方
に
、
仙
界
は
天
、
地
の
周
囲
に
位
置
付
け
ら
れ
、

人
界
は
地
の
表
面
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
仁
井
田
氏
が
「
現
実

上
の
土
地
売
買
文
書
」
と
さ
れ
た
文
書
は
、
人
対
人
の
土
地
売
買
に
当
た
る
か
ら
、

地
面
（
地
表
）
を
遣
り
取
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、「
墓
田
の
売
買
文

書
」
つ
ま
り
買
地
券
の
場
合
に
は
、
単
な
る
地
面
の
遣
り
取
り
で
は
済
ま
な
く
な

る
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
買
地
券
に
お
け
る
買
主
は
、
一
般
的
に
物
故
者
の

子
供
や
兄
弟
等
の
親
族
で
、
人
に
当
た
る
が
、
売
主
の
方
は
、「
信
仰
上
の
土
地

支
配
者
」
即
ち
、
土
主
と
観
念
さ
れ
、
土
主
は
、
地
界
の
主
な
の
で
、
人
で
は
な

く
、
そ
の
契
約
は
、
人
と
異
界
に
亙
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
理
解

す
る
上
で
、
参
考
と
な
る
の
が
晋
、
咸
康
四
（
三
三
八
）
年
の
朱
曼
妻

氏
買
地

券
に
見
え
る
、「
従
天
買
地
、
従
地
買
宅
」
と
い
う
句
で
あ
る
。
こ
の
句
の
意
味

は
、
墓
田
の
買
取
り
は
、
単
に
人
か
ら
地
面
を
買
う
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
ま
ず
天

帝
か
ら
地
面
の
上
方
の
空
間
を
買
い
、
次
い
で
地
主
（
土
主
）
か
ら
地
下
の
空
間

を
買
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
言
う
。
そ
の
地
下
の
空
間
が
宅
、
即
ち
、
玄
室
（
墓

室
）
で
あ
る
。
玄
室
（
墓
室
）
こ
そ
が
、
異
界
（
冥
界
）
に
入
っ
た
、
故
人
の
安

ら
ぐ
場
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
上
掲
の
二
買
地
券
中
に
は
、「
東
至
青
竜
、

西
至
白
虎
、
南
至
朱
雀
、
北
至
玄
武
」
と
言
う
定
型
句
が
見
え
、
そ
こ
に
記
さ
れ

図十一 墓域の概念図
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る
青
竜
以
下
の
所
謂
、
四
神
は
、
玄
室
（
墓
室
）
の
東
西
南
北
即
ち
、
四
方
を
守

る
方
角
神
で
あ
っ
て
（
玄
室
の
四
壁
に
は
、
屡
々
四
神
が
描
か
れ
る
）、
ま
た
、

欧
陽
景
熙
買
地
券
に
見
え
る
、「
上
至
黄皇

）
天
、
下
至
黄
泉
」
の
定
型
句
の
方
は
、

玄
室
（
墓
室
）
即
ち
、
墓
域
の
上
限
が
皇黄

）
天
へ
達
し
、
下
限
が
黄
泉
に
及
ぶ
こ
と

を
証
す
る
も
の
で
、
魂
魄
の
到
達
先
を
表
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
支
配
す
る
の

は
、
天
帝
と
土
主
で
あ
っ
て
、
先
の
四
神
が
こ
の
世
の
も
の
で
は
な
い
の
と
同
様
、

天
帝
と
土
主
も
異
界
に
属
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
墓
田
の
売
買
に
関
し
て
、
墓
域
の
獲
得
と
い
う
中
国
古
来
の
死
生
観

に
着
目
し
て
み
る
と
（
図
十
一
）、
単
な
る
人
対
人
の
売
買
契
約
に
は
納
ま
ら
ず
、

天
界
の
天
帝
や
地
界
の
土
主
と
い
っ
た
、
異
界
の
支
配
者
と
の
契
約
に
ま
で
、
範

囲
の
及
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
人
対
人
の
契
約
に
際
し
、
そ
の
取

引
の
公
正
で
あ
る
こ
と
を
証
す
べ
く
、
第
三
者
の
人
を
立
会
人
、
証
人
に
立
て
る

こ
と
に
倣
っ
て
、
仙
界
の
王
子
喬
な
ど
が
保
証
人
と
し
て
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
、

如
何
に
も
理
に
適
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三

王
子
喬
石
床
の
右
側
板
、
右
か
ら
三
番
目
と
四
番
目
に
は
、
竹
林
七
賢
の
山

図
と

籍
図
が
描
か
れ
て
い
る
（
右
端
の
第
一
も
お
そ
ら
く
七
賢
の
一
人
で
あ
る
。

図
版
一
、
図
二
）。
図
十
二
は
、
そ
の
山

、

籍
図
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

前
述
の
如
く
、
図
十
二
の
両
図
に
は
右
か
ら
、「
山

桃
）

字
巨
源

）
」、「

籍藉
）

字
嗣伺

）
宗
」

の
題
記
が
あ
っ
て
、
両
図
が
北
朝
に
お
け
る
竹
林
七
賢
図
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
が
、
北
朝
の
七
賢
図
と
言
え
ば
、
最
近
同
じ
く
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元

（
五
四
三
）
年

門
生
石
床
、
囲
屛
四
面
の
裏
面
に
、
鬼
神
図
と
交
互
に
描
か
れ

る
、
栄
啓
期
と
竹
林
七
賢
の
揃
っ
た
完
全
な
図
像
が
出
現
し22

）

（
右
側
板
左
か
ら
二

番
目
右
欄
に
、「
此
名

籍
）

字
嗣伺

）
宗
」、
三
番
目
右
欄
に
、「
此
名
向

残
画
、
以

下
欠

」
の
二
題
記
の
み
が
存
す
る
）、
図
十
二
の
両
図
は
、
確
証
を
伴
っ
た
北
朝

図十二 山 、 籍図（右側板)
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第
二
の
竹
林
七
賢
図
と
し
て
、
極
め
て
高
い
学
術
的
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
図
十
一
の
両
図
と

門
生
石
床
の
七
賢
図
に
お
い
て
目
下
、
図
像
の
比
較

が
可
能
な
の
は
、

籍
図
の
み
で
あ
る
（

門
生
石
床
の
山

図
の
同
定
は
、
な

お
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
で
あ
る
）。
図
十
三
は
、

門
生
石
床
の

籍
図
を
示

し
た
も
の
で
あ
る23

）

。
ま
ず
両
石
床
の
題
記
、

・

籍藉
）

字
嗣伺

）
宗
（
本
石
床
）

・
此
名

籍
）

字
嗣伺

）
宗
（

門
生
石
床
）

の
形
式
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
（
山

図
の
形
式
も
同

じ
）。
こ
の
よ
う
な
題
記
の
書
き
方
は
、
或
い
は
、
北
朝
の
七
賢
図
の
一
特
徴
を

示
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
図
十
二
左
の

籍
図
を
よ
く

見
る
と
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

籍
が
右
手
に
掲
げ
て
い
る
の
は
、
と
て
も
珍
し

図十五 リュトン（ 門生石床)

図十四 リュトン（ 籍図)

図十三 籍図（ 門生石床)

一
〇
〇
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い
リ
ュ
ト
ン
で
あ
る24

）

（
図
十
四
）。
そ
の
リ
ュ
ト
ン
は
ま
た
、

門
生
石
床
の
竹

林
七
賢
図
の
内
、
劉
伶
図
（
正
面
左
板
左
）
に
も
描
か
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
十
五
に
、

門
生
石
床
の
劉
伶
図
を
示
し
て
お
く
。
図

十
四
の
リ
ュ
ト
ン
な
ど
は
、
王
子
喬
石
床
と
ソ
グ
ド
人
と
の
関
わ
り
を
示
唆
す
る

も
の
だ
が
、
と
も
あ
れ
、
本
石
床
の
七
賢
図
と

門
生
石
床
の
そ
れ
と
に
密
接
な

関
連
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
北
朝
に
お
け
る
竹
林
七
賢
図
制
作
を
研
究
す

る
上
で
、
貴
重
な
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

北
朝
の
竹
林
七
賢
図
と
言
え
ば
、
さ
ら
に
重
要
な
資
料
が
一
点
、
出
現
し
た
。

そ
れ
が
冒
頭
の
図
版
十
｜
十
三
に
掲
げ
た
、
張

氏
蔵
北
魏
石
床
に
外
な
ら
な
い
。

そ
の
左
半
、
ま
ず
正
面
左
板
左
に
は
、

康
図
が
描
か
れ
（
題
記
「

）
康
名
」。

図
版
十
二
左
参
照
）、
次
い
で
左
側
板
左
に
は
、
向
秀
図
が
描
か
れ
る
（
題
記

「
向
秀
字
子
其
」。
図
版
十
三
左
参
照
）。
向
秀
図
を
め
ぐ
っ
て
は
、
呉
氏
蔵

門

生
石
床
の
右
側
板
裏
右
に
も
、
そ
の
図
像
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
が25

）

、
本
石
床
の

竹
林
七
賢
図
の
問
題
と
し
て
、
も
う
一
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
の
前
闕

の
左
右
前
面
に
描
か
れ
た
七
賢
図
の
こ
と
で
あ
る
。
本
石
床
に
あ
っ
て
は
、
囲
屛

に
山

、

籍
図
が
描
か
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
前
闕
に
も
七
賢
図
が
描
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
図
版
四
、
五
を
見
る
と
、
両
闕
の
左
右
を
各
四
面
に
区
切
っ
て

（
図
版
五
の
左
端
は
、
画
面
の
途
中
で
切
れ
て
い
る
）、
計
八
面
の
画
面
に
、
樹

下
に
坐
し
た
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
（
図
版
四
の
右
端
は
、
人
物
不
見
）、
こ
れ

ら
は
、
前
闕
の
左
右
に
竹
林
七
賢
図
を
流
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
人
物
等
の

図
柄
は
、
様
式
化
の
進
ん
だ
簡
略
な
も
の
と
な
っ
て
い
て
、
同
様
の
意
匠
は
前
述
、

正
倉
院
北
倉
蔵
金
銀
平
文
琴
の
上
面
両
側
な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
ら

は
総
じ
て
、
竹
林
七
賢
図
を
デ
ザ
イ
ン
、
装
飾
の
方
向
へ
と
一
歩
、
推
し
進
め
た

も
の
と
捉
え
ら
れ
、
七
賢
図
の
流
布
と
享
受
を
知
る
上
で
、
今
後
の
博
捜
が
期
待

さ
れ
る
領
域
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
北
朝
に
お
け
る
竹
林
七
賢
図

の
図
像
の
出
現
が
相
次
ぐ
こ
と
は
、
そ
の
資
料
面
の
充
実
を
意
味
す
る
点
、
研
究

上
の
飛
躍
的
発
展
を
十
分
に
予
想
さ
せ
る
も
の
で
、
非
常
に
喜
ば
し
い
状
況
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
見
て
お
き
た
い
の
が
、
一
九
六
〇
年
に
南
京
西
善
橋
か
ら

出
土
し
た
竹
林
七
賢
図
で
あ
る
。
当
図
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
長
廣
敏
雄
氏
が
、

顧
愷
之
の
「〞
女
史
箴
図
巻
〝
に
匹
敵
す
る
…
…
南
朝
の
作
品
」
と
ま
で
評
さ
れ

た
、
東
晋
頃
の
南
朝

築
墓
中
の
名
品
に
外
な
ら
な
い26

）

。
そ
の
墓
室
の
南
壁
に
は
、

右
か
ら
王
戎
、
山

、

籍
、

康
図
、
北
壁
に
は
、
同
じ
く
右
か
ら
向
秀
、
劉

伶
、

咸
、
栄
啓
期
図
が
描
か
れ
て
い
る
（
榜
題
に
よ
る
）。
図
十
六
に
示
す
の

は
、
南
壁
の
山

、

籍
図
で
あ
る27

）

。
右
手
の
親
指
を
口
に
当
て
た
、

籍
の
特

異
な
仕
草
に
関
し
、
長
廣
氏
は
、
嘯
うそぶ

く
様
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る28

）

（
晋
書
）。
興

味
深
い
の
は
、
図
十
六
に
見
る
山

、

籍
の
組
み
合
わ
せ
で
、
七
賢
に
お
け
る

そ
の
順
序
は
、
王
子
喬
石
床
（
図
十
二
）
に
お
け
る
山

、

籍
の
組
み
合
わ
せ

と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
す
る
と
、
そ
の
山

図
の
右
の
馬
を
挟
む
、
右
側
板

右
端
に
描
か
れ
た
、
七
賢
の
一
か
と
思
わ
れ
る
人
物
は
（
図
二
右
参
照
）、
王
戎

で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
南
京
西
善
橋
出
土
の
竹
林
七
賢
図
に
つ
い
て
は

現
在
、
一
九
六
五
年
の
丹
陽
胡
橋
仙
塘
湾
出
土
南
朝
墓
の
そ
れ
以
下
、
七
例
に
及

ぶ
七
賢
図
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（『
大
衆
考
古
』
編
輯
部
、
夏
連
傑
氏
教

示
）。
呉
氏
蔵

門
生
石
床
等
、
北
朝
に
お
け
る
七
賢
図
の
出
現
の
問
題
も
併
せ
、

竹
林
七
賢
図
に
関
し
て
は
、
機
会
を
改
め
検
討
し
て
み
た
い
。

さ
て
、

門
生
石
床
や
王
子
喬
石
床
ま
た
、
南
京
西
善
橋
出
土
東
晋
墓
な
ど
の

一
〇
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竹
林
七
賢
図
は
何
故
、
墓
中
に
描
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
子
喬
図
の
場
合
と

同
じ
疑
問
が
、
七
賢
図
の
場
合
に
も
生
じ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
対
す

る
的
確
な
答
え
を
、
私
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
た
だ
や
は
り
買
地
券
の
中
に
、

そ
の
問
題
を
考
え
る
手
掛
か
り
ら
し
き
、
文
言
を
見
出
だ
す
こ
と
は
出
来
る
。
そ

こ
で
、
以
下
に
そ
の
こ
と
を
記
し
、
小
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

ま
ず
早
く
一
九
五
七
年
江
蘇
高
郵

家
溝
出
土
の
前
漢
朱
書
木
簡
の
中
に
、

南
山
給
□
、
令
来
食
汝

な
る

め
い
た
文
言
が
見
え
る
が29

）

（
図
十
七
）、
そ
の
意
味
は
、
聊
か
後
代
の
も

の
な
が
ら
唐
、
開
成
二
（
八
三
七
）
年
の

仲
然
買
地
券
以
下
に
、

因
往
南
山
採
薬
、
遇
仙
不

、
遂
即
致
死

な
ど
と
常
套
句
化
す
る
内
容
と
、
同
一
の
文
言
ら
し
い30

）

（
図
十
八
）。
そ
の
「
遇

仙
」
と
は
、
例
え
ば
胡
六
娘
買
地
券
（
一
〇
八
一
年
）
に
、「
忽
随
仙
人
、

往

南
山
採
于
花
薬
、
忽
被
仙
人
賜
酒
、
玉
女
伝
杯
、
致
酔
失
路
、
迷
而
不
返
」
以
下

な
ど
と
見
え
る
如
く31

）

、
仙
人
に
酒
を
飲
ま
さ
れ
、
酔
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
た
。
そ
も
そ
も
酔
酒
が
死
と
深
く
関
連
す
る
こ
と
は
、
か
ね
て
か
ら
買
地
券

中
の
、「
酔
酒
命
終
」（
徐
副
買
地
券

四
三
五
年

、
熊
薇
買
地
券

五
一
六

年

、
周
当
易
買
地
券

五
三
三
年

等
）
と
い
う
定
型
句
に
明
ら
か
で32

）

、
仙
人

は
、
異
界
の
住
人
で
あ
り
、
死
は
、
人
界
か
ら
地
界
へ
赴
く
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら

（
図
十
一
参
照
）、
酒
は
当
時
、
人
を
異
界
へ
と
誘
い
、
そ
れ
を
垣
間
見
さ
せ
る

働
き
を
持
つ
も
の
と
、
観
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
酒
仙
と

か
、
酔
生
夢
死
な
ど
と
い
う
古
語
の
由
来
は
、
極
め
て
深
い
。
さ
て
、
竹
林
七
賢

と
酒
と
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
深
い
縁
が
あ
り
、
ま
た
、
後
世
仙
人
の
イ
メ
ー

ジ
を
伴
う
人
達
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
前
述
王
子
喬
が
買
地
券
の
保
証
人
に
立
て
ら

図十六 山 、 籍図（南京西善橋出土)

一
〇
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れ
た
如
く
、
竹
林
七
賢
も
酒
を
通
じ
、
人
と
異
界
（
死
）
を
媒
介
し
、
死
後
の
世

界
を
見
守
る
存
在
と
し
て
、
墓
中
の
石
床
な
ど
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
注
〕

１
）も
う
一
点
の
王
子
喬
図
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｃ
に
つ
い

て
」（『
京
都
語
文
』
27
、
令
和
元
年
11
月
）
参
照
。

２
）拙
稿
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
｜

門
生
石
床
の
孝
子
伝

図
｜
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
101
、
平
成
29
年
３
月
）
図
版
二
、
四
、
六
、

八
参
照
。

３
）図
版
一
｜
三
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。

４
）図
版
四
、
五
は
、
呉
氏
提
供
の
写
真
に
拠
る
。

５
）図
版
六
｜
九
（
図
版
十
｜
十
三
）
は
、
張

氏
提
供
の
写
真
に
拠
る
（
立
松
洋
行

氏
撮
影
）。

６
）ま
た
、
張

氏
蔵
北
魏
田
阿
赦
石
床
、
同
北
魏
石
床
の
内
容
を
概
念
図
と
し
て
示

せ
ば
、
付
図
一
、
付
図
二
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
参
考
ま
で
に
、
前
者
の
前
脚
中

央
（
中
央
の
脚
の
上
）
に
刻
さ
れ
た
墓
誌
を
原
石
写
真
に
拠
っ
て
、
付
図
三
に
掲

げ
て
お
く
。

７
）図
二
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。
以
下
も
同
じ
。

８
）図
四
は
、
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
『
鄧
県
彩
色
画
象

墓
』（
文
物
出
版
社
、

一
九
五
八
年
）
図
二
八
、
図
二
七
に
拠
る
。

９
）王
子
喬
に
つ
い
て
は
、
桜
井
竜
彦
氏
「
王
子
喬
・
赤
松
子
伝
説
の
研
究
」（
一
）

｜
（
三
）（『

谷
紀
要
』
６
・
１
、
２
、
７
・
１
、
昭
和
59
年
８
、
12
月
、
昭
和

60
年
８
月
）、
大
形
徹
氏
「
松
喬
考
｜
赤
松
子
と
王
喬
の
伝
説
に
つ
い
て
｜
」

（『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）』
40
、
平
成
４
年
３
月
）
な
ど
に

詳
し
い
。

10
）図
五
は
、
襄
陽
市
博
物
館
、
襄
陽
市
文
物
考
古
研
究
所
、
谷
城
県
博
物
館
『
天
国

之
享

襄
陽
南
朝
画
像

芸
術
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
146
、
147
、
148
頁

に
拠
る
。

11
）図
六
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。
こ
の
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
Ｃ
に
つ
い
て

図十八 仲然買地券（837年)

図
十
七

前
漢
朱
書
木
簡
（
摸
本
）

一
〇
三

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）



付図一 張 氏蔵北魏田阿赦石床の内容

付図二 同北魏石床の内容

付図三 北魏田阿赦石床墓誌（前脚中央)

レ
リ
ー
フ

一
〇
四

呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）



は
、
注

１
）前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

12
）図
七
は
、
王
子
雲
氏
『
中
国
古
代
石
刻
画
選
集
』（
中
国
古
典
芸
術
出
版
社
、
一

九
五
七
年
）
五
（
11
）
に
拠
る
。
当
石
床
の
拓
本
図
影
は
ま
た
、
黄
明
蘭
氏
『
洛

陽
北
魏
世
俗
石
刻
線
画
集
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
87
｜
98
（
79

｜
90
頁
）
に
も
載
る
。

13
）図
八
は
、『
御
即
位
記
念
第
71
回
正
倉
院
展
目
録
』（
奈
良
国
立
博
物
館
、
令
和
元

年
）
9
（
43
頁
下
）
に
拠
る
。

14
）拙
稿
「

門
生
覚
書
｜
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
｜
」（『
京

都
語
文
』
25
、
平
成
29
年
11
月
）
図
九
参
照
。

15
）拙
稿
「
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
の
郭
巨
董
黯
石
脚
｜
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
と
の
関
連

｜
」（『
京
都
語
文
』
26
、
平
成
30
年
11
月
）

16
）拙
稿
「
長
恨
歌
の
上
窮
碧
落
下
黄
泉
と
買
地
券
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
19
、
平

成
30
年
12
月
）

17
）買
地
券
の
概
略
、
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
注

15
）、

16
）前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ

た
い
。

18
）両
買
地
券
の
本
文
は
、
魯
西
奇
氏
『
中
国
古
代
買
地
券
研
究
』（
厦
門
大
学
出
版

社
、
二
〇
一
四
年
）
108
頁
、
120
頁
に
よ
り
、
そ
の
他
を
参
照
し
た
。

19
）図
九
は
、
北
京
図
書
館
金
石
組
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本

編
』

（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
二
、
127
頁
に
、
図
十
は
、
張
伝
璽
氏
『
中

国
歴
代
契
約
会
編
考
釈
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
上
、
図
版
５

（
４
頁
）
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
る
。

20
）仁
井
田
陞
氏
『
中
国
法
制
史
研
究
土
地
法
・
取
引
法
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭

和
35
年
）
取
引
法
二
章
四
節
445
｜
447
頁

21
）注

16
）前
掲
拙
稿
の
図
４
（
254
頁
）
を
転
用
す
る
。

22
）注

２
）参
照
。

23
）図
十
三
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。
以
下
も
同
じ
。

24
）リ
ュ
ト
ン
に
つ
い
て
は
、
注

14
）前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

25
）呉
氏
蔵

門
生
石
床
の
向
秀
図
（
題
記
「
向

」、
残
画
に
よ
る
）
に
つ
い
て

は
、
注

２
）前
掲
拙
稿
の
図
版
二
右
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
当
石
床
の
竹
林
七

賢
図
に
相
対
す
る
右
半
に
は
、
ま
ず
正
面
右
板
左
に
、
郭
巨
図
が
描
か
れ
（
題
記

「
郭
巨
与
母
食
」。
図
版
十
一
右
参
照
）、
次
い
で
右
側
板
右
に
、
董
黯
図
（
王
奇

図
）
が
描
か
れ
る
（
題
記
「
王
寄奇

）
日
用
三
生牲

）
」。
図
版
十
右
参
照
）。
そ
の
董
黯
図

（
王
奇
図
）
に
つ
い
て
は
、
注

1
）前
掲
拙
稿
の
図
五
に
お
い
て
紹
介
し
た
。

26
）長
廣
敏
雄
氏
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、
昭
和
44
年
）
一
章

「
竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
の
画
図
」
44
頁

27
）図
十
六
は
、
長
廣
氏
注

26
）前
掲
書
Fig3
に
拠
る
。

28
）長
廣
氏
注

26
）前
掲
書
一
章
48
頁

29
）魯
氏
注

18
）前
掲
書
55
頁
。
図
十
七
は
、
江
蘇
省
文
物
管
理
委
員
会
「
江
蘇
高
郵

家
溝
漢
代
遺
址
的
清
理
」（『
考
古
』
60
・
10
）
図
六
に
拠
る
。

30
）魯
氏
注

18
）前
掲
書
55
頁
。
図
十
八
は
、
陳
柏
泉
氏
「
江
西
出
土
地
券
綜
述
」

（『
考
古
』
87
・
3
）
図
一
に
拠
る
。

31
）魯
西
奇
氏
注

18
）前
掲
書
322
頁
に
よ
る
。

32
）原
田
正
己
氏
「
民
俗
資
料
と
し
て
の
墓
券
｜
上
代
中
国
人
の
死
霊
観
の
一
面
｜
」

（『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
45
、
昭
和
38
年
10
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。
原
田
氏
は
、

「
酔
酒
不
禄
」（
周
芳
命
妻
藩
氏
買
地
券

三
六
一
年

）
に
つ
い
て
、「
神
仙
か

ら
賜
っ
た
酒
を
の
み
、
酔
う
が
如
く
安
穏
に
死
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
解
せ

ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
。

〔
付
記
〕小

稿
を
成
す
に
当
た
り
、
格
段
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
呉
強
華
氏
に
対
し
、
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
呉
氏
は
ま
た
、
上
海
の
張

氏
へ
の
紹
介
の
労
を
取
っ
て
下

さ
り
、
そ
の
張

氏
か
ら
は
、
撮
影
に
際
し
、
二
組
八
面
の
石
床
囲
屛
を
取
り
外
し

て
頂
く
な
ど
、
破
格
の
お
持
て
成
し
に
与
っ
た
。
張

氏
に
対
し
、
記
し
て
感
謝
申

し
上
げ
る
。
な
お
小
稿
は
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
に
よ
る
北
朝
文
化
研
究
事
業

の
一
環
で
あ
る
。

く
ろ
だ

あ
き
ら

日
本
文
学
科
）

二
〇
一
九
年
十
一
月
十
五
日
受
理

一
〇
五

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）




